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学位論文内容の要旨 

 

 

  

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

審査結果の要旨 

 

 

  

要旨 

 

 申請者はスマートマニュファクチャリング用ビッグデータアナリティクスの開発に関する研究を行

い、その内容を博士論文として提出した。 

 多くの場合、ビッグデータは、グラフを用いて視覚化する。ユーザーは、これらのグラフを参考に

し、正式に計算せずに意思決定を行う。本論文はビッグデータから得られたグラフを数値化するシス

テムについて述べた。特に持続可能な開発目標（SDGs）に関するビッグデータを用いて行う意思決定

工程のより正式化に成功した。 

 スマートマニュファクチャリングでは、生産加工に関わる現象をデジタルツイン化することで、製

造問題を解決する。こういうデジタルツインは、産業用ビッグデータから機械学習によって必要な知

識を獲得する。そのため、生産加工に関するデータを前処理し、産業用ビッグデータに導入する必要

がある。本論文は表面粗さのデータをビッグデータ化に必要な前処理について述べた。さらに本論文

は生産加工に関する実験データをビッグデータ化し、そのデータから加工条件の最適化を行うため必

要な解析システムを考案し、そのシステムの有効性を放電加工のデータを用いて示した。こういう解

析システムはビッグデータの不確定要素の定量化を行うため有効であることを明らかにした。 

 従って、本論文は学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の

学位論文として価値あるものと確認し、合格と認めた。 
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